
　

映
画
『
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
』

は
、
ケ
ニ
ア
の
雄
大
な
自
然
を
バ

ッ
ク
に
、
戦
闘
で
傷
つ
い
た
少
年

兵
た
ち
の
救
護
に
奔
走
す
る
日
本

人
医
師
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。

そ
の
ロ
ケ
地
の
一
つ
と
な
っ
た
の

が
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
だ
。
同
大
学
文

学
科
の
学
科
長
を
務
め
る
オ
ダ
リ

さ
ん
は
制
作
サ
イ
ド
か
ら
の
協
力

依
頼
を
受
け
、
大
学
側
の
窓
口
と

し
て
、
学
生
の
出
演
な
ど
撮
影
が

順
調
に
進
む
よ
う
尽
力
し
た
。

「
朝
日
に
煌
め
く
イ
ン
ド
洋
、
雪

を
頂
く
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
ビ
ク

ト
リ
ア
湖
に
沈
む
夕
日―
―

ケ
ニ

ア
の
自
然
に
は
本
当
に
感
動
し
ま

す
。
食
べ
物
も
お
い
し
い
し
、

人
々
の
お
お
ら
か
さ
も
大
好
き
で

す
。
も
っ
と
日
本
人
に
も
来
て
欲

し
い
で
す
」
と
オ
ダ
リ
さ
ん
。

　

東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ケ
ニ

ア
は
、
野
生
動
物
の
宝
庫
と
し
て

有
名
だ
が
、
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
は
高

層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
近
代
都
市
で

あ
る
。

　

オ
ダ
リ
さ
ん
は
、
創
価
大
学
に

在
学
中
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ン
友

好
会
に
所
属
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

現
状
を
聞
く
た
め
に
、
大
使
館
を

訪
問
す
る
な
ど
し
た
。

「
顧
問
の
北
政
巳
教
授
に
は
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
論
で
ゼ
ミ
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

た
の
が
、
ケ
ニ
ア
の
代
表
的
な
作

家
、
グ
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ
の

『
一
粒
の
麦
』
で
し
た
。
こ

れ
が
ケ
ニ
ア
と
の
出
会
い
で

す
」

　

ジ
オ
ン
ゴ
の
描
く
世
界
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
、
四
年

生
の
時
に
ス
ワ
ヒ
リ
語
の
研

修
で
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
に
三
カ

月
間
留
学
し
、
翌
年
、
同
大

大
学
院
に
進
学
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
地
の
男
性
と

結
婚
し
、
三
人
の
子
ど
も
に

も
恵
ま
れ
た
が
、
夫
が
病
気

で
急
死
。
こ
の
先
、
法
律
を

知
ら
な
い
と
子
育
て
に
も
支

障
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

夜
間
部
で
学
び
、
ケ
ニ
ア
で

日
本
人
初
の
弁
護
士
と
な
っ

た
。
現
在
、
大
学
で
文
学
を
教
え

る
傍
ら
、
法
律
事
務
所
に
所
属
し

活
躍
、
三
人
の
子
ど
も
も
立
派
に

成
人
し
た
。

「
学
生
た
ち
と
話
し
て
い
る
と
楽

し
い
で
す
よ
。
ケ
ニ
ア
と
い
う
国

の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
、

そ
ん
な
相
談
も
よ
く
受
け
ま
す
。

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
ア
フ
リ
カ

は
『
希
望
の
大
地
』
だ
と
心
か
ら

思
い
ま
す
」

　

今
、
オ
ダ
リ
さ
ん
の
胸
に
は
強

く
響
く
言
葉
が
あ
る
。
創
価
大
学

開
学
の
際
に
創
立
者
が
学
生
に
贈

っ
た
「
英
知
を
磨
く
は
何
の
た
め

君
よ　

そ
れ
を
忘
る
る
な
」
と
の

指
針
で
あ
る
。
二
歳
か
ら
一
〇
歳

ま
で
ア
メ
リ
カ
で
育
ち
、
日
本
語

よ
り
英
語
の
ほ
う
が
得
意
だ
っ
た

オ
ダ
リ
さ
ん
に
は
、
将
来
、
海
外

で
活
躍
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ

た
。
そ
の
方
向
を
決
め
た
の
が
こ

の
言
葉
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

「
若
い
人
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
ア
フ

リ
カ
な
ど
海
外
に
出
て
、
自
分
の

目
で
見
て
何
が
で
き
る
か
考
え
、

自
ら
の
将
来
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

　

オ
ダ
リ
さ
ん
は
、
今
後
も
〝
ア

フ
リ
カ
の
世
紀
の
た
め
〞
に
日
本

と
ケ
ニ
ア
の
架
け
橋
と
な
っ
て
、

青
年
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
く
に
違
い

な
い
。
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21世紀の人間教育
輝ける未来へ―大学の使命

SOKA
Education

夏季研修に参加した創価大学の学生たちが現地の子どもたちと交流。
ナイロビ大学の学生たちとオダリさん（右端）も同行。

　1992年2月、創価大学の創立者・池
田大作先生は、ニューデリーの故ラジ
ブ・ガンジー元首相の私邸にソニア夫
人を訪ね、その9カ月前、凶弾に倒れた
元首相の遺徳を偲びつつ懇談した（写
真）。イタリア出身の夫人はケンブリッ

ジ大学在学中に元首相と出会い、文化
や生活習慣の違いを乗り越え、政界入
りした夫を支えた。創立者は「一番、悲
しかった人が、一番、晴れやかに輝く人
です。母は太陽です。太陽は輝いてこそ
太陽です」と真心から励ましを送った。

O
dari, M

asum
i H

ashim
oto

お
だ
り
・
ま
す
み
・
は
し
も

と
／
一
九
六
四
年
、
東
京
生

ま
れ
。
二
歳
か
ら
一
〇
歳
ま

で
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

過
ご
し
帰
国
。
一
九
八
六
年
、

創
価
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、

ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
大

学
院
に
留
学
。
一
九
八
九
年

に
修
了
、
九
〇
年
か
ら
同
大

学
に
勤
務
し
、
現
在
は
文
学

学
科
長
。
そ
の
傍
ら
法
学
を

学
ん
で
、
ケ
ニ
ア
で
日
本
人

初
の
弁
護
士
と
な
る
。

　

開
学
以
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
創
価

大
学
。
こ
れ
ま
で
世
界
四
八
カ
国
・
地
域
の
一
六
二
大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
結
び
、
昨
年
度
は
約
九
百
名
の
学
生
が
海
外
留
学
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
」
に
採
択
さ
れ
、
二
〇
二
三
年
に
は
、
海
外
留
学
経
験
者
を
一

二
六
〇
名
、
外
国
人
留
学
生
を
全
学
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
、「
平

和
・
世
界
市
民
教
育
研
究
科（
仮
）」新
設
な
ど
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

〝
ア
フ
リ
カ
の
世
紀
の
た
め
〞

日
本
と
ケ
ニ
ア
の
架
け
橋
に

オ
ダ
リ
・マ
ス
ミ・ハ
シ
モ
ト 

さ
ん　

創
価
大
学
文
学
部
卒
業

ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
大
学 

文
学
学
科
長
／
弁
護
士


